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算数・数学科授業における 
コミュニケーション力の育成について 

～場の設定と教師の準備・かかわり～
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尾西信金ホール

令和の学びはどこに向かうのか　～「12.25中教審諮問」を受けて～
昨年９月18日に、今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に関する有識者検討会
の「論点整理」がまとめられた 

上記「論点整理」の内容を踏まえたうえで、昨年12月25日の文部科学大臣による中央教育審
議会（中教審）への「諮問」があり、学習指導要領の改訂に向けた議論がスタート 

中教審による「答申」は、令和８年度中を想定しており、現時点で改訂内容として確定して
いることはない 

しかし、「諮問」の内容は、文部科学省としての現状認識、問題意識、そして中教審に検討
をお願いしたい具体の検討事項が示されており、非常に重要な位置付けを持つ（いわば今後
の検討の「地図」であり「メニュー」） 

「原典」である「諮問文」の内容をご覧いただくのが何より。 
　　　↑A4で５ページ





２ 自らの人生を舵取りする力と民主的な社会の創り手育成

　諮問で「正解主義」や「同調圧力」への偏りから脱却し、民主的かつ公正な社会の
基盤としての学校を機能させる必要性が指摘された背景には社会全体の構造変化があ
る。生成AIなどデジタル技術の発展が相まって、皆と同じことができることも重要だ
が、それ以上に独自の発想や視点に価値が置かれるようになってきている。現在の学
校教育の中で主体的に学びに向き合えていない子供も多くなっている。少子化に伴う
入試による動機付けの変化、学習時間の減少等も踏まえ、学びの動機付けをアップ
デートする必要もある。予測困難な時代に、労働市場の流動化や就業期間の長期化、
マルチステージの人生モデルへの転換が進む中、しなやかに「自らの人生を舵取りでき
る力」が不可欠となりつつある。また、内なる国際化で人口の多様性が増すととも
に、SNSや生成AIの負の側面の影響もあり社会分断の可能性等も指摘される中、デジ
タル時代に主体的に社会参画する「民主的な社会の創り手」の育成も喫緊の課題であ
る。こうした考え方は、教育基本法や学校教育法等の趣旨を踏まえたものである。

　このため、全ての幼児児童生徒に育むべき資質・能力育成の具体化・深化と並行して、
一人一人の「好き」（興味・関心）を育み、「得意」を伸ばしながら、それらを原動力
として学び全体への動機付けを図っていく取組と、当事者意識を持って、自分の意見を
形成し、多様な他者と対話や合意を図る取組を同時に進め、これらが有機的に関わり合
い高まっていく教育課程に変革していく必要がある。 

　こうした問題意識の下、本部会では、学びに向かう力、人間性等の概念の再整理、総
合的な学習・探究の時間を中心とした質の高い探究的な学びの実現、デジタル化の負の
側面への対応を含む情報活用能力の抜本的向上、特別活動を中心とした主体的な社会参
画に関わる教育の改善、個性・特性に応じた学びの充実に繋がる裁量的な時間の創設等
を主な具体策として議論してきた。今後、各WG等で更に検討を深める必要がある。 

　なお、これらは、 ①「主体的・対話的で深い学び」の実装、②多様性の包摂、という方向
性について、社会全体の構造変化を踏まえて具現化するものであり、①②の一部を構成する
ものである。また、「よりよい学校教育」を通じて「よりよい社会」への移行を図るという
意味で、「社会に開かれた教育課程」や「個人と社会のウェルビーイングの実現」といった
理念とも深く関わる。



論点整理 
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黒潮町立大方中学校　学習過程



黒板

論点整理 
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「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」のための 

サポートマガジン 
『みるみる』 

『みるみる』には、「個別最適な学びと協働的な学びの一
体的な充実」に向けて取り組み、たゆまぬ授業改善を目指
す全国の先生方に、「子供を“みる”目」「授業を“みる”目」
を豊かにするヒントを提供し、授業改善に向けたそれぞれ
の挑戦を応援したいという願いが込められています。

現行学習指導要領の考え方

学びを人生や社会に生かそうとする 
学びに向かう力・人間性等の涵養

生きて働く知識・技能の習得
未知の状況にも対応できる 
思考力・判断力・表現力等の育成

何ができるようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し， 
社会と連携･協働しながら，未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む 

「社会に開かれた教育課程」の実現
各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた 
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し　　　　　　

小学校の外国語教育の教科化，高校の新科目
「公共」の新設など各教科等で育む資質･能力
を明確化し，目標や内容を構造的に示す

主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・ラーニング」）
の視点からの学習過程の改善
• 生きて働く知識･技能の習得など，新し
い時代に求められる資質･能力を育成 

• 知識の量を削減せず，質の高い理解を
図るための学習過程の質的改善

主体的な学び

深い学び
対話的な学び

育むむむむむむむむむむむむむ 

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と，学習評価の充実



主体的・対話的で深い学びの実現（「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善）について（イメージ）
「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行うことで，学校教育における質の高い学びを
実現し，学習内容を深く理解し，資質・能力を身に付け，生涯にわたって能動的（アクティブ）に学び続
けるようにする。

【主体的な学び】の視点
学ぶことに興味や関心を持ち，自己
のキャリア形成の方向性と関連付け
ながら，見通しを持って粘り強く取
り組み，自己の学習活動を振り返っ
て次につなげる「主体的な学び」が
実現できているか。

【対話的な学び】の視点

子供同士の協働，教職員や地域の人
との対話，先哲の考え方を手掛かり
に考えること等を通じ，自己の考えを
広げ深める「対話的な学び」が実現
できているか。

【深い学び】の視点
習得・活用・探究という学びの過程の中で，
各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を
働かせながら，知識を相互に関連付けてより
深く理解したり，情報を精査して考えを形成
したり，問題を見いだして解決策を考えた
り，思いや考えを基に創造したりすることに
向かう「深い学び」が実現できているか。

学びを人生や社会に生か
そうとする学びに向かう
力・人間性等の涵養

生きて働く知識・技能の
習得

未知の状況にも対応できる 
思考力･判断力･表現力等 
の育成

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善とは、特定の指導方法の「型」の普及を指すのではなく、上記のような視点を手掛かり
にしながら、子供たちに求められる資質・能力を育むために必要な学びの在り方を絶え間なく考え、授業の工夫・改善を重ねていくことです。

「主体的・対話的で深い学び」と「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の関係性は？

　近年、学習指導要領が示す「主体的・対話的で深い学び」と令和答申が示す「個別最適
な学びと協働的な学びの一体的な充実」の関係性がどうなっているのか、「個別最適な学
びと協働的な学びの一体的な充実」が「主体的・対話的で深い学び」を上書きしたのかと
いう疑問も聞かれます。この点については、あくまで「主体的・対話的で深い学び」の実
現を通じて資質・能力の育成を図っていく、ということを多様な特性を有する全ての子供
において実現するということが出発点としてあり、「個別最適な学びと協働的な学びの一
体的な充実」はそのための具体的な改善の視点であることに留意していただきたいと思い
ます。例えば、子供一人一人が個別に学ぶ場面や、協働する場面が準備されていたとして
も、子供たちの「主体的・対話的で深い学び」につながっていなければ、本末転倒になっ
てしまいます。「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」が盛んに授業研究の
テーマとなっていくことは歓迎されることですが、それ自体が目的化することがないよ
う、「主体的・対話的で深い学び」を通じた資質・能力の育成という出発点に立ち戻って
考えることが大切です。



主体的・対話的で 
深い学びの実現

授業改善

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、 
誰一人取り残さない形で、 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげる

個別最適な学びと協働的な学び 
一体的充実

多様な子供を誰一人 
取り残さない視点

全ての子供に 
これからの社会を生きる 
資質・能力を育む

誰一人取り残さず全ての子供たちに 
「主体的・対話的で深い学び」が実現しているかという視点をもつ

「主体的・対話的で深い学び」を通じた資質・能力の育成を、誰一人取り残さず全ての子供に実現できる
ようにしていくための視点が、「個別最適な学び」であると言えます。



全ての子供一人一人に教師が異なる指導をするのは現実的ではないのではないか？
　生涯にわたって能動的に学び続けることができるよう、「主体的・対話的で深い学び」の視点
から子供たちの学びの過程を質的に改善しよう、という学習指導要領の考え方に照らしたとき、
一人一人に合った学びを、教師が全て提供するという考え方だけでは十分にその趣旨を実現する
ことは難しいでしょう。大人になってからも学び続けられるようにするためには、教師がきめ細
かく指導・支援することに加えて、子供たち一人一人が自分自身で学習の状況を把握し、自らに
合った学習の進め方を考えたり、自主的・自発的な学習を行ったりするなど、主体的に学習を調
整できるようにすることが大切です。このような視点を加えることにより、教師が全て個別の指
導・支援を行わなくてはいけないと考える場合に比べて、「個別最適な学び」が現実的に実現可
能なものと考えられるのではないのでしょうか。 
　したがって、「個別最適な学び」は、教師が個別の指導を提供するといったことだけでなく、
子供たちが主体的に学習を調整できる状況を教師が整えることで、子供自身がその実現を図って
いくという視点も重要となってきます。子供たちが主体的に学習を調整するためには、単に子供
に任せるのではなく、一人一人の子供が自ら学びに向かおうとしているか、様々な学習の方法を
自ら使えるように身に付けているか、その学びを意味付け・価値付けできる振り返りの場を用意
しているかなどの視点に立って、教師が学習環境を適切に整えていくことが大切です。

一人一人で学びながら 
必要に応じて協働する

集団の中で個々が 
孤立した学びとなる恐れもある

みんなで学ぶ中で 
一人一人の学びを深める

集団の中で個々が 
埋没する恐れもある

それぞれの良さを生かしながら一体的に充実していくことが重要 
（個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実）

一人一人で学ぶ場面でも意図的に協働的な場面を設けることや、皆で学ぶ場面でも個々の学びが深まるよ
うな工夫を行うことも大切となってきます。

「特定の子供像」のみを
念頭においた指導方法を
全員に適用する授業づく
りだけでは、集団の中で
個が埋没してしまう恐れが
ある

「個別最適な学び」を突
き詰めていくことで「孤立
した学び」に陥ってしまっ
ては、これからの社会で求
められる資質・能力を育成
できないかもしれず、集団
の中であっても個が孤立し
てしまう恐れもある



Paradigm change of education 

本時主義×教師主導の授業づくりから、単元×学習者主体の授業づくりへ

協働

個別

協働

全体

全体

全体 協働 個別

集団 個
多様な子供を取り残さない
ための学習形態の工夫

効果的に組み合わせて単元の活動を
計画しつつ、多様な子供が資質・能
力を身に付けられるよう手立てを用
意する

教師

学習者

この単元の学習計画を子供にあらかじめ（ないし単
元の学習のはじめに）共有することも考えられ、こ
のことは単元を通じて子供たちが主体的に学習を調
整する環境を整える上で効果的に働きます。

例えば，冒頭は単元を通じて身に付
けて欲しい資質・能力を子供に明確に
伝えたり、学習活動で育成したい資
質・能力をあらかじめ明示したりする
場面が必要となるかもしれません。

子供が教材とかかわり、課題解決に
必要な情報を収集したり自分なりの考
えを形成したりするためには、個別に
学びを進める場面が必要となるかもし
れません。

子供が形成した自分の考えをさらに広
げて、新たな考え方に気付くために、
グループで協働を行うことが効果的な
場面もあるかもしれません。

拡散した子供の学びをさらに深めて単
元の目標に近付けていくため、途中で
一斉指導による問い掛けや補足説明が
必要となるかもしれません。

単元目標

論点整理案
p17



主体的に学習に取り組めるように…

粘り強さ:  
「箱ひげ図の読み取りや説明に困難を感
じても、諦めずにデータや定義を繰り返
し確認し、解決しようと粘り強く取り組
んでいるか。」 

自己調整:  
「自分の説明が不十分だと気づいた際
に、他の生徒の意見や教師からの問いか
けを参考に、説明の根拠や表現方法を修
正しようと試行錯誤しているか。」

論点整理案
p72



新たな観点別評価の方向性イメージ

論点整理 
p77

◯児童・生徒が将来必要とする力を見据えましょう。 

一人一人の「好き」を育み、「得意」を伸ばしながら、それら
を原動力として学び全体への動機付けを図っていく！ 

当事者意識を持って、自分の意見を形成し、多様な他者と対話
や合意を図っていく！ 

◯自立できる子どもたちに育てていきましょう！


